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メセナアワード2006トロフィー
受賞企業には、表彰状とトロフィーを贈呈します。

蒼-2006

メセナ大賞部門 トロフィー制作

生田丹代子 (いくたによこ)
ガラス作ス。京都市生まれ。京都薬科大学卒業後、創作活動を開始する。1982年 より国内外の
作品展に出品、85年 には第 2回インターグラスシンポジウム (チ ェコスロバキア )に て招待制作
87年 □―ザンヌ装飾美術館 (ス イス)に て個展を開催。以後 .国 際ガラス展などで数々の賞を受賞
東京国立近代美術館、ポイマンス ベウニングン美術館 (オ ランダ )な どが作品を所蔵。現在、京都

のアトリエにて制作活動中。

制作コンセプト●一枚一枚板ガラスを切り、とがつたコバをとり、一枚ずつ重ね合わせた板ガラス

が作品となります。光はガラスの断面で反射したり透過したりします。光が変化すると反射する面

も変化し、作品の表情が変わります。作品は光により生命を与えられます。文化が人々の日々の暮

らしから時を重ねて育まれることと似ているように思います。

ガラス積層、39× 20× 17cm

メセナ大賞部門」のトロフイー制作にあたっては、アートフロントギヤラリーにこ協力をいただきました
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ごあいさつ

このたび「メセナアワード2006」 の受賞活動を決定いたしました。

受賞される企業ならびに団体の皆様、誠におめでとうこざいます。

本賞は、優れたメセナ活動を行った企業や企業財団等に対して、

その功績を称え、活動のいつそうの充実を祈念してお贈りするも

のです。1991年 に「メセナ大賞」として創設して以来、本年で 16

回目を数えますが、2004年 より「メセナアワード」と改定し、文化

庁との連携のもとに取り組んでおります。

本年は前年にも増して、全国より多数のこ応募をいただきま

した。こ応募ならびにこ推薦を賜りました皆様に厚くお礼申し上げ

ます。お寄せいただいた活動のいずれもが各社の創意工夫に満ち

ており、多くの企業が芸術文化への支援を通じて豊かな社会づく

りに努めておられることに深い感銘を受けました。各地の文化状

況に応じたさまざまな取り組みや、その企業ならではの個性が光

る活動など、メセナの広がりを感じさせるものばかりでした。なか

でも今回は、「メセナ」という概念が定着する以前から継続されて

きた活動が少なからずあり、長年の取り組みにあらためて敬意を

表したいと思います。

今回より新たな審査委員を迎え、多角的な視点から応募案件

を検討させていただきました結果、芸術文化の振興に高く貢献し

たメセナ活動を「メセナ大賞部門」にて6件 、社員や地域住民、子

どもたちなどの文化力を高める活動を「文化庁長官賞部門」にて

1件、選ばせていただきました。真摯な議論を尽くしていただいた

審査委員の皆様にも、心よりお礼を申し上げたく存じます。

これからも企業メセナの運動を高めるべく活動を展開してまい

りますので、皆様のこ理解とこ支援を賜りますようお願い申し上げます。

社団法人 企業メセナ協議会

会長・理事長 福原義春
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審査委員

出 いとうせいこう
作家、クリエイター。映像や舞台、音楽、ニューメディアなど幅広いジヤンルで表現活動を行う。

著書に「ノーライフキング」(88年 )、『ボタニカルライフ』(99年 )、「見仏記」シリーズ等多数。

最近は「自己流園芸ベランダ派』を出版するほか、園芸ライフスタイル マガジンIPLANTED」

の編集長を務める。NHK教育テレビ「天才ビットくん」、テレビ朝日「虎の門」、スペースシャワー
TV「 Oxalal」 に出演中。

二 大笹吉雄 (おおざさ・よしお)
演劇評論家、大阪芸術大学教授。主な著書に「日本現代演劇史」(全 8巻 、続刊予定 )、
『花顔の人 花柳章太郎伝』、『現代演劇の森」、F女優 杉村春子 1ほか。

サントリー学芸賞、大佛次郎賞受賞。紀伊國屋演劇賞、朝日舞台芸術賞等の選考委員を

務めるほか、日韓演劇交流センター会長、日本演劇学会理事、日本劇団協議会理事、

としま未来文化財団理事、新国立劇場運営財団評議委員等を務める。

二 岡部真一郎 (おかべ しんいちろう)
音楽学者 評論家、明治学院大学教授。専攻は音楽学、特に20世紀音楽および同時代音楽。
『日本経済新聞」、F朝 日新聞」、「レコード芸術」、『音楽の友」等で評論活動を展開するほか、

NHKテ レビ・ラジオの音楽番組の解説、キャスターなどを務める。
著作に『ヴェーベルン 西洋音楽史のプリズム」(2004年 )、「消費社会の指揮者像』、
「装置としてのオペラータン・ドウン :くマルコ ポー□》序論」などがある。

二 樺山紘― (かばやまこういち)
東京大学名誉教授、印刷博物館館長。前 国立西洋美術館長。専攻は西洋中世史、西洋文化史。

現代における市民社会、地域社会と、学術・文化 芸術活動との連携や協調のあり方を幅広く探る。

著書に F西洋学事始」(82年 )、「ルネサンスと地中海」(96年 )、 「地中海一人と町の肖像」

(2006年 )、 共著『解はひとつでない一グローバリゼーションを超えて』(2004年 )など多数。

畠 北川フラム (きたがわ・ふらむ)
アートディレクター、アートフロントギヤラリー代表。女子美術大学教授。

主なプロデュースとして「アントニオガウディ展」(78年 )、「アパルトヘイト否1国際美術展」(88年 )等。

まちづくりの実践では「ファーレ立川アート計画」、「越後妻有アートネックレス整備構想」ほか。

2000年より「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」の総合ディレクターを務める。

畠 楢崎洋子 (ならざきようこ)
武蔵野音楽大学教授。音楽学専攻。愛知県立芸術大学教授を経て2005年 より現職。
「毎日新聞」ほかで音楽会批評を執筆。著書「武満徹と三善晃の作曲様式―無調性と音群作法

をめぐつて」(94年 )で 第 9回京都音楽賞研究評論部門賞受賞。

他に『日本の管弦楽作品表 1912-1992」 (94年 )、 F作曲家◎人と作品 武満徹』(2005年 )、

共著に・A Way a Lone l Writings on Toru Takemltsu・ (2002)が ある。

二 山根基世 (やまね・もとよ)
NHKア ナウンス室長。アナウンサー現役時代、旅番組で全国各地を取材するほか、
10年 あまり美術番組を担当し、400人 以上の芸術家を取材する。

国土庁地域表彰委員、文化庁国務審議会委員などを務める。2000年、放送文化基金賞受賞。
著書に rであいの旅」(91年 )、「歩きながら」(94年 )、「ことばで「私」を育てる」(99年 )等がある。

こ 福原義春 (ぶくはらよしはる)
(株 )資生堂名誉会長。(社 )企業メセナ協議会会長 理事長。

企業の社会貢献、文化へのパトロネージュに関心が高く、現職のほかに東京都写真美術館

館長等、公職多数。フランスよリレジオン ドヌール (グラン トフィシエ章)受章。

主な著書に「企業は文化のパトロンとなり得るか」(90年 )、「文化資本の経営」(99年 )、
「メセナの動き メセナの心』(2000年 )。

※文化庁長官賞の選考には、文化庁担当者が審査会に加わりました。
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選考経過

16回 目を迎えた「メセナアワード2006」 は、「メセナ大賞」と「文化

庁長官賞」の2部門からなります。4月 1日より5月末まで自薦・他薦によ

り案件を募つたところ、26件の推薦を含む142件 (115社・団体)からのこ

応募を頂戴しました。これらの案件について、協議会会員からなる大賞

部会で約4ヶ月にわたる調査・取材を行い、9月の審査会にはからせてい

ただきました。

本年より3年の任期で審査委員をお引き受けいただいた皆様には、

初めての審査会となりましたが、「メセナ大賞部門」については、芸術文

化の向上・普及への貢献度、地域文化の醸成、企業の主体性・独自性、活

動の発展性・革新性・継続性などの選考ポイントから、受賞にふさわしい

と思われる活動を審議いたしました。

全国からお寄せいただいた案件の内容を見ると、芸術団体やNPO

と連携した企画や、地域文化の振興をめざす幅広い支援、多くの鑑賞機

会を提供する取り組みなどがありました。まちづくりや次世代育成をね

らいとする活動や、企業の個性を活かした事例などは、メセナの多様性

を促す案件として注目が集まりました。こうしたなかでも今回は、長年に

わたり芸術文化の振興に取り組まれた実績と、その成果が重視されました。

メセナ大賞を受賞された (株 )ベネッセコーボレーシ∃ンの活動は、

98年に国際賞を受賞しておりますが、受賞後5年が経過し、内容に著しい

発展が認められるとして今回高く評価されたものです。その他の活動

については、特に評価された点を賞の名前に反映するよう、審査委員会

にて考案いたしました。

また「文化庁長宮賞部門」においては、社員や地域住民、子どもたち

への影響力、社会的な認知度、活動の独自性といつた点が重視されました。

このたび受賞された近畿労働金庫については、障がい者の芸術活動への支

援で、市民やNPO等も広く参加するなど、その活動の広がりが評価されました。

なお、惜しくも受賞に至らなかつたなかにも今後の展開が期待され

る活動が多くあり、引き続きのこ応募をいただきたく思います。

社団法人 企業メセナ協議会

大賞部会
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メセナアワード2006受賞企業・活動の紹介

メセナ大賞部門

メセナ大賞 株式会社ベネッセコーボレーション  ||● |

財団法人直島福武美術館財団
香川県直島での継続的なアート活動

地域文化支援賞 財団法人岡田文化財団
三重県内における文化・芸術活動への助成等

|)08

収蔵作品充実賞 株式会社グリーンキャブ
マリー・□一ランサン美術館の運営

1)10

写真文化賞 コニカミノルタホールディングス株式会社 ||12
51年間におよぶ写真ギャラリーの運営

音楽総合文化賞 財団法人サントリ…音楽財団
クラシック音楽・現代音楽の普及・振興

p14

庭園文化賞 富士建設株式会社

財団法人中津万象園保勝会
大名庭園 中津万象国 の復元と維持保全

|)1(ヽ

文化庁長官賞部門

文化庁長官賞 近畿労働金庫
~エ
イブル・アート近畿 ひと・アート・まち_1の開催

|)18
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メセナ大賞

株式会社ベネッセコーボレロシヨン 財団法人直島福武美術館財団

穏やかな瀬戸内海に浮かぶ直島は、面積8 13km2、 人口3′500
人余の小さな町である。この島の南端に1989年 、ベネッセがキャ
ンプ場を設けて以来、後に「ベネッセアートサイト直島」と総称され

るさまざまなアート活動が展開されてきた。

最初に手がけたのが、92年開設のホテルと美術館の複合施設
「ベネッセ八ウス」である。「自然・建築・アートの共生」をコンセプ

トに、施設内だけでなく周辺の林や海岸なども含め、その場のため

に制作するサイトスペシフィック・ヮークの手法もとりつつ、約70点

の作品が展示されている。

98年からは、本村地区にある家屋や神社をアートとして再生す

る「家プロジェクト」に着手。宮島達男、ジェームズ・タレル、内藤礼、

杉本博司を招き、地域固有の文化のなかでプロジェクトを進めてきた。

さらに2001年 には、島全体を舞台とした「スタンダード」展を開催。
アートを媒介に生活の営みと島の歴史に視線を向ける試みとして、多く

の地域住民を巻き込み、島を訪れる人々との間に交流を生み出してきた。

①

蓬'
硼.
響'

ノ

□

地中美術館 ウォルター・デ・マリア《Time/Timeless/NoTime 2004》
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メセナ大賞部門

そして04年夏、直島福武美術館財団により「地中美術館」が開

館する。安藤忠雄の設計で地中深く設けられた同館には、クロード・

モネ、ウォルター・デ・マリア、ジ正一ムズ・タレルの作品が恒久設置

されている。こうして「ここにしかないアートの場所」が創り出され

るに伴い来島者は増え続け、05年度は15万人を数えるに至つた。

また直島での活動と並行して、ヴエニス・ビエンナーレ参加

アーティストに対する「ベネッセ賞」を95年に創設。受賞者のうち

察國強は直島での滞在制作を行うなど、国際的なアートの舞台とも

運動してきた。

この秋から再び、企画展「直島スタンダード2」 が開催されている。

これからも直島では、「ベネッセ=よ く生きる」とは何かを考える場

所をめざして、終わりのない活動が続いていく。

評価ポイント 世界的にも最先端のアートプロジエクトを行うこ
とにより、小さな島を大きく変えた。 活動が継続されるなか
で常に発展しており、さらなる展開が期待できる。

企業/財団プロフィール (2006年4月現在 )

本社/財団所在地 岡山県岡山市/香川県香川郡
業種    サービス/財団
設立年   1955年/200準

資本金/正味財産136億円/64億9,280万円

従業員■職員数2′ 393人 ′́/′ 17人

URL   www.benesse.∞ jp

WWWnaOShima・iSκ。lp/WWW(hiChu」 p
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地域文化支援賞

財団法人岡田文化財団

岡田文化財団は、1979年、三重県四日市市出身の岡田卓也氏 (現

イオン名誉会長相談役)が寄付したジヤスコの株式300万株を基本

財産として設立された。三重県立美術館の建設に伴い、その活動を

支えるべく設立されたものだが、以来、県内の文化・芸術の振興を

目的に幅広い助成活動等を行つている。

県立美術館に対しては、82年 の開館に向けてシャガールの大

作 《枝》を寄贈したのを皮切りに、印象派を中心とする西洋絵画の

名作と日本近代美術の作品を購入・寄贈してきた。その数は400点

を超え、美術館の全所蔵品のほぼ―割を占めるが、いずれもコレク

ションの中核をなす重要なものばかりである。これは、美術館とし

て必要とされる作品や資料を検討し、その要請に財団が応えてき

た成果であり、系統立つたコレクシヨン形成のため引き続き寄贈を

行つている。

また、同館での展覧会についても助成するほか、二重県文化振

興事業団が主催するコンサートや市立博物館の活動へも助成を行

Φ



メセナ大 賞部門

|

うなど、県や市の文化施設の事業をバックアップしている。それと

ともに、個人や団体が行う文化・芸術活動を県内から募り、年間100

件を超える案件を助成。対象分野は、音楽、美術、演劇、伝統芸能、

伝統工芸、歴史文化遺産などと多彩で、公演や展覧会から海外留学

まで、その形態やプロ・アマも問わない。さらに助成金額についても、

申請予算に勘案して裁量するという柔軟さである。

2005年 には、岡田理事長の実姉である小嶋千鶴子氏が三重郡

菰野町に建設した「パラミタミュージアム」の寄付を受け、池田満

寿夫の陶芸作品を中心とした所蔵品と財団が所有する萬古焼コレ

クション、および企画展による美術館運営も担つている。

財団の基本財産は現在、イオンの株式約 2′ 000万株となつた。

安定した果実による活動の充実が、今後ますます期待される。

評価ポイント 県立美術館の充実したコレクション形成に貢献
するとともに、柔軟な助成活動で地域文化を応援している。

安定した財源により、幅広い財団運営を可能にしている。

財団プロフィール (2006年4月現在)

財団所在地 二重県二重郡
業種    財団
設立年   1979年

正味財産 38億円 [イオン株式2′ 000万株]

職融   11人

URL    www.aeon infO/bunka
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収蔵作品充実賞

株式会社グリーンキャブ
マ |」 ― □―ランサン美術館の運営

長野の蓼科湖畔に建つアートランド・ホテル蓼科、このリゾート

ホテルに併設するかたちで、1983年 にマリー・□―ランサン美術館

は開館した。同ホテルの経営を引き継いだグリーンキャブ社長 (当時 )

の高野将弘氏が、□―ランサンの絵画十数点を所有していたことが

きつかけである。開設後には、パリ市ロマン派美術館館長ダニエル・

マルシェッソー氏はじめ専門家からなる運営委員会を組織し、画家・

□―ランサンを顕彰する美術館としてコレクシ∃ンの充実とその研

究に努めてきた。

これまでに収集したコレクシ∃ンは、油彩画94点 を含め、水彩画、

版画、デッサン、挿絵本、直筆書簡から写真等の資料にいたるまで

500点を超え、質・量ともに世界最大のものとなつている。これらの

作品は同館にて常時100点ほど展示しているほか、国内外での展覧

会にも貸し出しており、各地の公立美術館での巡回展など□―ラン

サンの企画には欠かせない存在である。海外でも、93年にスイスの P・

ジャナダ財団に招聘されて∃―ロッパでは没後三度目の回顧展を同
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メセナ大賞部門 |

館所蔵品のみで実現、□―ランサン再評価の機運を高めてきた。

それと同時に、画家研究の基礎文献となる「作品総目録」(レゾネ)

を86年と99年 、第 1・ 2巻 と出版し、世界に散在する作品全般の把握

にも貢献してきた。こうした実績による信頼も厚く、近年は、パリのオ

ランジュリー美術館から作品を借用して「シャネルと□―ランサン」

展を開催したり、東京の松下電工汐留ミュージアムとの共催で「ル

オーと□―ランサン」展を企画するなど活動の幅を広げている。

奇しくも□―ランサン生誕 100周 年に開館して以来23年間、約

213万人のフアンが同館を訪れ、地元・茅野の観光の一助ともなつて

きた。一人の画家の紹介に真摯に取り組んできた美術館の、地道な

努力を称えたい。

マリー・□―ランサン《お城の生活》1925年、油彩・キャンバス

評価ポイント 作品や貴重な資料を系統立てて継続的に収集し、
世界最大のコレクションを形成している。 レゾネを制作する
ことにより、□―ランサン研究に大きな成果を残した。

企業プロフィール (2006年4月現在)

本社所在地 東京都新宿区
業種    陸運
設立年   1952年

資本金  7,290万円

従業員数 3,772人

URL    www.9reencab.co.,pノ laurencin

1′どイ,ど ヽ11' 111ヽ R′
'ド

2で,06 ●

L

FT¬ ″
欝
怒

Ｌ
Ｖ

斑
璃仁
Ｅ
曰
Ｆ
ξ

「

ｑ

一ｒ
秒

Ｊ
「
ｏ

■

…‐
_

ヽ
L__ 」



写真文化賞

コニカミノルタ市―ルディングス株式会社

現在、東京・新宿にあるコニカミノルタプラザは、1954年、銀座

に写真専門のギャラリーとして開設した。当初は、各種写真団体に発

表の場を提供することを目的としていたが、カメラの普及とともに

その性格を変えてきた。93年に新宿高野ビルに移転し、2002年の

改装で3つ のスペースを設けてからは、プロ・アマを問わず、さまざ

まな映像イメージ表現を扱う場として多彩な展覧会を開催している。

年中無体のギャラリーで行われる展覧会の内容は、大きく3つ

に分かれる。①話題性ある企画展 :約 5件 、②若手写真家を支援す

る「フォト・プレミオ」:24件、③公募により選ばれたバラエティに富

む作品展 :約 70件、これら趣旨の異なる展覧会が3つのスペースで

同時に開催されることで幅広い層の関心を集めており、年間の来場

者数は24万人を上回る。

なかでも94年 に始まつた「フォト・プレミオ」(旧「新しい写真家

登場」)は、新たな写真家を紹介する場として知られている。35歳以

下の若手を対象に作品を募り、選考委員会で選ばれた24人 につい
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ドイツ年記念写真展「動物の肖像―ベルリン動物園の名士たち」



メセナ大賞部門

て毎月2人ずつ 10日 間の個展を開催。そのうちもっとも優れた作

品展に年度賞を、次いで特別賞を2名 に、他の21名も入選としてそ

れぞれ奨励金を授与している。さらに、全員の作品を掲載したポー

トフォリオを発行し、上位3名 については受賞発表展も行うという手

厚さで、これまでに約300名 の若手写真家を輩出してきた。

一方で、広く門戸を開いている公募の作品展に対しては年間

300件 を超える応募があり、その表現の多様さに驚くこともあると

いう。これらの作品展についても、企画展やフォト・プレミオと同じく

広報活動を行い、身近なメディアとしての写真の面白さを伝えている。

長年にわたり、写真を根幹に発展してきた同社のメセナの拠点

として、今後も多くのフアンに愛されるギャラリー活動を続けてほしい。

第7回コニカミノルタ
『フォト・プレミ

年鷹贅蒙影式

o KONI(A MINOLTA

評価ポイント 半世紀以上におよぶギャラリー運営で、写真文
化の普及に貢献した。 若手写真家を応援するとともに、多く
の写真愛好家に発表と交流の場を提供している。

企業プロフィール(2006年4月現在)

本社所在地 東京都千代田区
業種    電気機器
設立年   1936年

資本金  375億 1,900万円

従業員数 連結合計約 3万3,400人
URL    MA″ vv konicaminolta」 pノabot,t′ plaza
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音楽総合文化賞

財団法人サントリー音楽財団

サントリー音楽財団 (旧・鳥丼音楽財団)は 、1969年 、同社創立

70周 年を記念して設立された。国内におけるクラシック音楽の発

展を目的に、とりわけ「日本人作曲作品の振興」を掲げて、幅広い

事業を展開している。

顕彰事業では、財団設立と同時に「サントリー音楽賞」(旧・鳥

丼音楽賞)を設け、初回に新進気鋭の小林道夫 (ピアノ、チェンバロ、

指揮)を 選出して話題を呼んだ。以来37年 間の受賞者には、個人・

団体、プロ・アマ間わず、演奏、評論、オペラ演出に至るまで、時代を

牽引した顔ぶれが綺羅星のことく並ぶ。

また90年 に、故・芥川也寸志の功績を称える「芥川作曲賞」を

創設。選考会では候補作が演奏された後、公開討議により受賞作品

を決定する場面に聴衆が立ち会い、受賞者には新作が委嘱されて、

2年後の初演が約束される。さらに2001年には、サントリー前会長

の精神を継ぐ「佐治敬三賞」が設けられ、国内で開催される意欲的

な企画を表彰して、多くの音楽関係者を励ましている。
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「あるパトロンの肖像」コンサート










































